
ヘ
キ
l

ヘツ

ヘ
キ
ゴ
ウ
日
置
郷
珠
洲
榔
の
古
郷
名
。
議
し

日
置
は
、
古
事
記
に
幣
岐
に
作
る
も
の
で
、
和
名
抄

に
比
岐
と
し
た
の
は
そ
れ
か
ら
勝
目
諭
し
た
も
の
で
あ

る
。
源
平
鹿
袋
記
議
永
二
年
の
僚
に
、
能
資
の
住
人

目
白
民
あ
る
は
こ
の
地
の
様
族
で
あ
る
。
越
管
到
三

州
志
に
、
日
置
を
様
し
て
火
置
の
義
な
り
と
し
、
部

wm
狼
傾
を
以
て
そ
の
地
に
誌
で
a
A

ゐ
る
が
、
日
制
凪
は

本
来
戸
君
で
、
戸
口
の
籍
帳
を
掌
る
磁
で
あ
る
と
い

ひ
、
文
日
附
記
総
の
事
を
掌
る
と
も
い
は
れ
る
も
.
の

で
、
塔
も
強
火
と
相
闘
す
る
腕
は
な
い
。
且
つ
今
折

戸
に
日
置
制
批
が
あ
る
が
、
明
治
末
期
の
改
群
に
係

る
が
故
に
、
王
朝
の
日
置
郷
を
知
る
に
何
等
の
利
制
限

を
典
へ
る
も
の
で
は
な
い
。
能
管
誌
に
小
木
・
松
披

附
涯
の
鶴
港
、
印
ち
今
の
木
郎
郷
の
中
を
日
芭
庄
と

す
る
も
の
は
、
古
へ
の
日
世
郷
に
蜘
係
あ
る
が
如
く

に
思
は
れ
る
。

へ
キ
ジ
ン
ジ
ヤ
目
置
紳
枇
江
泊
榔
.
敬
，
下
に
あ

っ
て
、
前
名
帳
所
哉
の
匙
で
あ
る
o
今
隣
邑
に

mm-

の
あ
る
の
は
日
鐙
谷
の
協
で
あ
る
。
式
内
等
笛
枇
砲

に
、
『
日
遺
跡
枇
。
式
内
一
座
。
坂
下
村
銀
座
。
醤
枇

地
砥
食
山
麓
。
故
橋
=
祇
釘
宮
或
砥
食
明
利
一
又
都
邑

風
之
官
吋
或
云
祭
一
柳
天
郡
日
命
。
』
と
あ
る
。

ヘ
ギ
ダ
-
-
片
谷
江
沼
郡
奥
山
方
に
略
す
る
郎

落
。
片
谷
は

r
r谷
の
読
で
あ
る
と
い
ふ
。
隣
村
坂
J

下
に
日
置
-
姉
祉
が
あ
る
。

へ
ギ
ダ
=
ガ
ハ
片
谷
川
江
沼
郡
富
士
潟
f

岳
の

東
南
か
ら
出
で
、
北
枕
し
て
片
谷
領
し
や
み
だ
ら
と

い
ふ
所
に
去
り
大
型
寺
川
に
合
す
宕
。

へ
キ
タ
ン
イ
ン
患
溜
院
七
日
市
滞
主
第
十
代

前
倒
利
和
の
法
披
。
詳
し
く
は
碧
部
院
器
用
銀
松
大

屑
士
。へ
キ
チ
ザ
Z

号
ン
目
置
知
左
衛
門
永
原
秘
太

夫
の
奥
力
で
、
二
百
石
を
領
し
允
が
、
天
保
五
年
十

、

一
周
三
日
朝
金
制
作
小
立
野
県
カ
町
に
於
い
て
、
そ
の

甥
な
る
篠
原
主
水
奥
力
百
入
十
.
石
安
武
牢
之
丞
の
箆

に
切
殺
さ
れ
た
。
牢
之
丞
は
玉
井
級
母
に
御
預
と
な

り
、
そ
の
後
入
牢
し
、
十
二
用
六
日
河
北
郡
小
坂
で

泉
首
の
刑
に
鴎
せ
ら
れ
た
。

へ
ギ
ヤ
批
屋
金
揮
で
は
務
政
の
時
、
精
米
商

を
へ
ぎ
や
と
い
う
た
。
本
願
寺
文
轡
永
織
十
年
十
周

一
一
日
附
麹
室
の
質
券
に
、
木
之
新
保
住
人
為
・
き
彦
左

衛
門
尉
と
指
名
し
た
の
も
、
ヘ
ぎ
や
の
意
味
で
あ
ら

う
と
解
さ
れ
る
。
他
凶
で
は
櫓
物
師
を
へ
ぎ
や
と
い

ふ
腕
も
あ
る
が
、
こ
L
で
は
そ
れ
は
棺
物
屋
と
い
う

て
ゐ
た
。

へ
キ
切
手
ワ
ジ
碧
流
寺
羽
咋
縦
一
宮
に
在
っ

て
、
員
宗
東
一
政
に
属
す
る
。

ヘ
グ
ラ
ジ
マ
鍋
倉
島
岡
京
都
愉
島
の
北
方
海

上
四
入
粁
に
在
る
。
長
さ
一
粁
入
、
幅

O
粁
八
、
周

周
五
粁
、
而
積
六
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
抑
石
安
山
岩
の

熔
岩
痕
地
で
、
高
さ
は
一
一
一
米
に
過
ぎ
ぬ
。
腐
葉
集

に
大
伴
家
持
が
於
伎
郡
美
可
宋
と
倣
う
た
も
の
、
又

は
今
昔
物
舗
に
猫
の
島
と
記
す
も
の
、
皆
是
で
あ
ら

う
。
能
資
名
跡
志
に
、
『
紬
食
隠
は
名
舟
よ
力
十
八
里

と
い
へ
ど
も
十
七
里
あ
り
。
亥
子
の
方
に
賞
。
、
輪
.

島
よ
り
二
十
塁
と
い
へ
ど
も
十
八
里
あ
か
、
子
の
方

に
常
る
。
島
の
高
さ
七
八
開
あ
の
。
長
さ
九
百
閥
、

幅
二
百
五
十
閲
桂
あ
り
。
廻
均
一
塁
除
。
云
々
0

・海

士
小
屋
九
十
軒
あ
り
。
不
残
板
屋
作
り
也
。
般
の
怒

り
閲
あ
り
。
自
然
に
架
線
生
じ
て
、
外
は
芦
茅
の
み

生
ず
る
也
。
共
外
廻
り
に
小
島
多
し
。
第
一
に
黒
海

苔
・
飽
名
物
に
て
、
御
上
へ
御
用
の
分
上
る
也
。
運
上

銀
十
三
枚
也
。
』
と
記
し
、
叉
問
書
に
『
此
島
共
ハ
鍋

倉
時
及
び

tq島
〉
は
昔
は
輪
島
の
領
な
旬
し
に
、
中

頃
諭
あ
h
v
て
、
少
し
近
き
故
名
舟
の
領
分
に
成
り
し

也
。
』
と
あ
る
が
、
今
紬
倉
島
は
ま
た
輪
島
に
鹿
し
て

h

a

e
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七
三
八

ゐ
る
。
毎
年
入
十
入
夜
の
頃
か
ら
晩
秋
の
頃
に
歪
る
一
『
叉
有
a
貸
枇
一
三
閲
一
一
閥
、
名
昌
翻
頂
別
宮
コ
拝
殿
五

ま
で
、
輪
島
海
士
町
の
漁
民
が
渡
島
し
て
漁
携
に
従
一
間
二
商
、
渡
殿
=
一
閥
、
小
社
二
字
、
五
聞
こ
商
議
堂
。
』

榊

僻

す

る

。

一

と

見

え

る

郵

頂

は

、

白

山

嶺

上

の

コ

一

耐

の

窓

で

あ

り

、

へ
グ
ラ
タ
マ
キ
ユ
ウ
キ
抽
倉
島
醤
記
一
加
。
一
そ
の
別
宮
の
名
は
本
宮
及
び
中
宮
に
封
す
る
も
の
で

永
糠
十
二
年
か
ら
筑
前
金
f

崎
の
漁
人
が
、
毎
春
初
咋
一
あ
る
。
岡
稽
に
又
『
別
宮
、
本
地
十
一
一
間
阿
弼
陀
正

郡
赤
佳
、
国
軍
部
音
浦
・
皆
用
等
に
来
漁
し
た
が
、
元
一
一
概
脅
コ
一
階
的
槌
現
也
。
十
一
一
則
ハ
繋
逃
御
委
知
-
一
本
宮
吋

和
=
一
年
前
回
利
常
に
筒
う
て
光
捕
に
属
地
を
賜
は
一
阿
ミ
ダ
ハ
奇
服
老
翁
也
、
紳
彩
茜
タ
閑
正
。
脱
脅
ハ

旬
、
七
つ
島
・
紬
倉
島
に
渡
海
従
業
し
、
盛
安
二
年
十
一
含
v
挨
宰
宮
人
也
o
帯
-
一
銀
弓
金
箭
吋
』
と
あ
っ
て
、
重

用
輪
島
臨
室
町
の
地
先
に
移
っ
て
海
士
町
を
起
す
に
一
ね
て
嶺
上
三
耐
と
同
じ
い
こ
と
を
述
べ
て
腐
る
o
式

至
っ
た
次
第
を
載
せ
て
あ
る
。
そ
れ
に
筑
前
金
之
附
一
内
等
萄
位
記
に
は
『
白
山
別
宮
跡
位
。
別
宮
村
銀
座
。

と
あ
る
の
は
、
越
前
金
ヱ
附
の
疎
で
あ
ら
う
。
一
白
山
七
枇
之
一
枇
也
。
』
と
記
し
、
今
も
白
山
別
宮
跡

ベ
ス
レ
ス
タ
ゴ
ウ
ベ
す
れ
す
く
競
鹿
腿
三
年
一
位
と
帯
す
る
。

七
局
八
日
英
億
ベ
ス
レ
ス
タ
は
腕
ロ
港
に
入
っ
た
。
一
ベ
ツ
タ
ウ
別
宮
能
美
郡
腕
梅
郷
に
臨
す
る
部

艦
長
ハ
ア
リ
ス
、
沼
郡
官
サ
ト
1
、
来
組
百
五
十
名
。
一
帯
。
岳
山
下
山
七
批
中
の
別
宮
の
所
在
地
で
あ
る
か

へ
ツ
ギ
ヒ
ロ
マ
ザ
戸
次
鹿
正
沼
穏
右
近
。
初
一
ら
村
名
と
し
た
。

名
築
田
左
衛
門
太
郎
。
世
本
戸
次
を
別
審
又
は
別
規
一
ベ
ツ
タ
ウ
タ
チ
ド
メ
ゴ
ヨ
ウ
別
宮
口
留
御
用

に
作
る
も
の
あ
る
は
非
で
あ
る
。
天
正
三
年
織
田
信
一
寛
永
十
七
年
越
前
凶
境
取
締
の
健
、
新
に
能
美
郡
別

長
の
越
前
に
入
旬
、
そ
の
先
鋭
の
加
賀
を
侵
し
た
時
、
一
宮
に
関
門
を
設
け
、
前
聞
刑
部
和
勝
を
し
て
守
ら
し

江
沼
郡
に
槍
屋
・
大
型
寺
二
域
を
檎
ヘ
、
臆
正
を
主
一
め
た
の
が
そ
の
恕
阪
で
あ
る
。
役
料
は
二
百
石
。
弓

符
と
し
た
。
四
年
四
局
信
長
は
明
智
光
秀
等
を
し
て
一
十
張
・
銭
胞
二
十
挺
を
預
け
、
血
(
カ
四
騎
と
足
腰
と

大
坂
の
本
願
寺
を
攻
め
し
め
、
五
周
自
ら
出
陣
し
て
一
を
添
へ
た
。
刑
部
は
正
保
三
年
に
麗
し
、
路
交
ご
年

額
如
の
箪
を
破
っ
た
。
是
に
於
い
て
加
賀
の
一
授
は
一
千
秋
彦
兵
衛
が
こ
の
職
に
任
ぜ
ら
れ
、
延
資
六
年
に

同
年
秋
江
沼
郡
動
橋
に
雲
集
し
て
、
大
型
寺
城
の
戸
一
夜
し
、
七
年
長
搬
孫
之
丞
・
加
藤
六
兵
衛
が
命
ぜ
ら

次
鹿
E
を
脅
威
し
た
の
で
、
鹿
正
は
敷
地
山
に
出
て
一
れ
、
そ
の
兎
ぜ
ら
れ
た
後
多
聞
次
郎
左
衛
門
が
代
h
-

防
戦
し
、
一
授
の
首
領
林
新
六
郎
・
富
樫
六
郎
左
衛
一
以
後
一
人
役
の
例
と
な
っ
た
。

門
を
初
め
、
殺
裁
ご
百
五
十
人
に
及
ん
だ
が
、
北
加
一
ベ
ツ
ク
ウ
ジ
ヨ
ウ
別
宮
城
能
美
郡
別
宮
に
在

賀
よ
り
出
張
す
る
一
授
盆
多
〈
、
迭
に
御
幸
塚
城
を
一
っ
た
。
越
管
賀
三
州
志
故
嬢
考
に
、
城
跡
は
別
宮
村

修
め
て
之
に
銭
っ
た
。
鹿
E
乃
ち
念
使
を
探
し
て
援
一
に
あ
る
か
ら
別
宮
城
と
名
づ
け
、
叉
城
門
の
前
に
烏

を
信
長
に
鵡
う
た
か
ら
、
信
長
は
蹟
E
を
召
謎
し
て
一
越
坂
が
あ
る
の
で
鳥
越
城
と
も
い
ひ
、
二
名
一
跡
で

馬
姐
の
禅
師
柑
た
ら
し
め
、
佐
久
間
脱
政
に
加
賀
を
斬
一
あ
る
。
本
・
二
・
三
丸
の
諮
紋
が
あ
台
、
編
.
石
の
中
に

取
に
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
。
.
一
菊
一
文
宰
を
彫
っ
た
の
が
一
つ
あ
る
。
鈴
木
氏
代
々

ベ
ツ
タ
ウ
別
宮
別
宮
は
白
山
七
祉
の
一
つ
で
二
こ
a
A

に
扱
っ
た
。
天
正
八
年
柴
田
勝
家
、
鈴
木
出
羽

能
美
郡
臨
海
郷
別
宮
村
に
鎮
座
す
る
。
白
山
記
に
一
守
を
攻
め
て
こ
の
城
を
銀
き
、
勝
家
の
将
菅
原
次
郎


